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　山梨老健の皆様、毎日オツカレサマです。凄い勢いで世の中
が変貌するのを感じる今日この頃です。20年前は電車に乗ると
多くの方は新聞や雑誌を読んでいましたが、現在は紙媒体のモ
ノを手にしている方はほとんどいません。ほぼ全員が手にした
スマホを凝視し、車中の時間を過ごしています。駅の売店では
雑誌は販売されておらず、コンビニの雑誌販売ブースも小さく
なりました。
　世界のデジタル化が進むと仕事の形態も大きく変わり、IT産
業で働く方が増え、会社には行かず自宅でリモートワークする
方が増えました。時代が変わっても高齢者の生活のお世話を担
う老健の仕事は大きく変わりませんが、旧態依然のままで良い
わけはありません。業務にデジタル技術を導入して、仕事がし
やすい環境を構築しましょう。
　「介護DX」と云う言葉が数年前から使われるようになりまし

た。DX（デジタル・トランスフォーメーション）とは、デジタル技術を用いて業務を変革する取
り組みを指します。単なる業務効率化やITサービスの導入にとどまらず、仕事の進め方や業務内容
も変え、新たな価値を生み出す取り組みです。
　食事、トイレなどの介助、リハビリやレクリエーション、高齢者の心に寄り添う個別対応、この
ような老健の仕事は、人と人との触れ合いであるアナログであることが大切です。けれどもカルテ
をはじめとした膨大な書類業務や申請業務、夜間の見守りと云った業務はDXを取り入れることで
非常に効率化し、職員の負担軽減につながります。
　電子カルテと云えばパソコンの前で、一心不乱にキーボードを叩き続けるシーンが連想されがち
です。デジタルに対して抵抗感や苦手意識を持つヒトのなかには、電子カルテ導入の日を退職の日
と決めている方もいるかもしれません。その考えはぜひ改めて下さい。最新のデジタル技術は使い
やすく、誰にでも簡単に扱えるものなのです。これからのカルテは “音声入力”が主流になります。
耳元に装着した小さなインカムマイクに喋ると、その言葉がカルテに記入されます。介助する手を
停めることなく「一処置＆一喋り」することで、介助終了と同時にカルテ記入も完了するのです。
ステーションに積まれた何十人分のカルテに、おぼろげな記憶をたどりながらボールペンで書いて
いた時代に比べ、短時間で正確にカルテが記入されます。
　夜間の見守りシステムとういえばステーションに設置されたモニターに数十人分の眠っている高
齢者の映像が映され、夜勤職員がずっと監視しているシーンを連想しますが、こんな大変なことは
続けられせん。最新の見守りシステムにはAI（人工知能）が搭載され、いつもと違う動きをしている、
転倒しそうだ、と云う事象をAIが察知し、夜勤職員に連絡をくれるのです。夜勤職員は定期巡視を
することをやめて、危険が起こりそうだとAIが察知した方のベッドに急行するのです。
介護DXを導入することで生まれた時間は、利用者に寄り添う個別対応に充ててください。介護DX
を上手に使うことで業務負担を減らし、介護の質をあげるのが21世紀の老人介護なのです。

介 護 Ｄ Ｘ と は

山梨県老人保健施設協議会 会長

福 田　六 花
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介護老人保健施設　ひばり苑　　依田智恵美

介護老人保健施設　白樺荘　介護副主任　　額谷　丈士

　この度は、山梨県介護の魅力・優良職員表彰を頂き、心より感謝申し上げます。
私が介護の道を歩んできたこの15年もの間に、多くの方々に支えられ、励まされ、
ご指導を頂いたおかげで、今回このような賞を受賞することができました。
　私は介護の仕事を通して、ご利用者様の人生に触れ、“生ききる”ということを
学び、命についても正面から向き合うことができるようになりました。
　もちろん、私の介護士としての道のりは平坦なものばかりではなく、「そんな小
さな体で介護の仕事ができるのか。」と言われたこともありました。当時、介護の
世界に足を踏み入れたばかりの私にとっては、その言葉が、ただただ悲しく、悔し
く、介護士を志した自分が間違っていたのかと悩んだ時期もありました。でも、そ

んな自分も認めてあげたいと思い、たくさんの苦い経験と楽しさを積み重ねて、介護の仕事ができる幸せを
感じながら、ひたすらに突っ走ってきました。今では、あの時の言葉は、私のことを心配し、介護の道は甘
くないぞと教えてくれたのだと思えるようにもなりました。介護は奥が深い仕事ですが、まずは自分を知り、
自分を認めてあげて、自分ができるケアを見つめ直すことで、この方の想いはどこにあるのだろうか？ どん
なことに支援を必要としているのだろうか？ どんなことで笑顔になり、どう生きていきたいのだろうか？ 
と利用者様に寄り添えるようになるのではないかと思っています。
　そして、同志とも言える大切な仲間たちと出会い、仲間の励ましや支えがあったからこそ続けることが出
来ました。嬉しいも楽しいも苦しいも共有できる関係や環境に大変感謝しています。
　まだまだ学ぶべきことも多く、未熟者ではありますが、この受賞を励みに、様々な方々のご指導を頂きな
がら、今後も自分ができることを一歩一歩前向きに、日々努力を重ねていきたいと思っております。

　この度は、「山梨県介護の魅力優良職員」として表彰に預かり、誠にありがとう
ございます。思いがけない栄誉に驚くと同時に、大きな喜びを感じております。こ
れまでのご利用者様やそのご家族との関りに対する評価をいただけたことは、職場
の皆様をはじめ関係各位のご指導の賜物であると深く感じ、改めて心より感謝申し
上げます。
　介護の仕事は時に厳しい現実や困難もありますが、それ以上にご利用者様からい
ただける「ありがとう」の一言や笑顔が何よりの励みとなり、また日々の生活を支
える中で、ご利用者様の小さな変化に気付き、より良いケアを提供できたときに感
じる達成感や喜びをみんなで共有できることがこの仕事の大きな魅力のひとつで

あると感じております。ご利用者様と信頼関係を築き、心の通う支援ができることは私にとってかけがえの
ない経験となり、介護職は単なる身体的な支援にとどまらず、心に寄り添う仕事であると実感しております。
　今後も、介護職としての専門性を高めるとともに、より多くのご利用者様の生活の質を向上させるために
努力して参りたいと考えております。その為には、自分自身が常に学び続け、さらなる介護技術の向上や新
しい知識を取り入れていくことが重要であると考えます。さらに、チームとして協力し合い、互いに支え合
いながら仕事を進めていくことが、よりよいケアを提供するためには不可欠です。これからも引き続き介護
の現場でのリーダーシップを発揮し、後輩の育成や職場環境の改善に貢献して参る所存であります。介護職
がより多くの人にとって魅力的な職業となるように発信し、そして何よりもご利用者様一人ひとりに寄り添っ
た温かな支援ができるよう、日々精進して参ります。改めて、このような素晴らしい賞をいただけたことに
感謝し、今後も一層努力を重ね、地域から信頼される施設、皆様に信頼される介護職員であり続けるよう努
めて参ります。

令和６年度　山梨県介護の魅力優良職員表彰



各委員会よりお知らせ

　　　　　　　　　 昨年度は、久しぶりとなる１日型の通常開催が叶い、県内老健より29施設にご参加いただき、一般の
ご来場者も含めると計214名という多くの皆様に山梨県介護老人保健施設大会にご参加頂くことができました。記念講演
ではマラソンランナーの谷川真理様より「今を大切に　ポジティブシンキング」と題して素晴らしいご講演をいただいた他、
演題発表では21施設より25演題が発表され、県内施設の独自の取り組みや工夫を学ぶ機会となり、大変有意義な時間を過
ごすことができたと感じております。
　そして、今年も、第28回山梨県介護老人保健施設大会を令和７年10月15日（水）に開催することが決定いたしました。
今年の老健大会は会場が変更となり、“アピオ甲府（中巨摩郡昭和町西条3600）”での開催となります。アピオ甲府タワー
館の大会場には素晴らしい展望もございますので、これまでとはまた違う雰囲気の中で老健大会をお楽しみいただくこと
ができるのではないかと考えております。
　また、今年は、より良い大会の実現に向けて、従来からのタイムスケ
ジュールも大きく見直すこととなりました。　現在、福田会長にもご協
力頂きながら、研修委員会一同、力を合わせて準備を進めているところ
ですが、準備経過の中で、各施設にご協力いただくことも多々あること
と思います。何卒ご理解・ご協力頂ければ幸いです。
　１年に１度の山梨県介護老人保健施設大会が、山梨県らしさ溢れる素
晴らしい大会となり、老健同士の絆が深まり、たくさんの笑顔に出会え
る大会となりますことを心より願いながら、引き続き大会準備を進めて
まいります。10月、アピオ甲府でお会いしましょう！

　　　　　　　　　 昨年、大好評をいただいたボウリング大会が、今年も開催決定です！たくさんの方々に参加していた
だき、楽しいひとときを過ごしたあの大会が再び戻ってきます。昨年参加された方も、今年初めて参加する方も、ぜひご
参加ください！昨年同様秋頃に県央地域で開催予定ですが、詳細な日時や場所は決まり次第お知らせいたしますので、今
から予定を空けておいてくださいね！ボウリングで健康もゲット！ 昨年の大会でも、楽しさや他施設職員との交流だけで
なく、健康にも効果があると大好評でした！今年も、楽しいボウリングを通じて心身の健康を促進しましょう。ボウリン
グがどんな健康効果をもたらすのか、以下でご紹介します。
【全身運動でカロリー消費】
　ボウリングは全身を使うため、腕、肩、背中、脚など、さまざまな筋肉を活発に動かします。そのため、楽しみながら
軽いエクササイズができ、カロリーも消費できます。
【ストレス解消とリフレッシュ】
　楽しさ満点のボウリングは、ストレス解消にぴったり！ゲームを楽しみながら心身ともにリフ
レッシュできます。今年も仲間と共に、楽しいひとときを過ごしましょう。
【集中力と協調性の向上】
　集中力を養い、仲間との協力を深めることができます。日々の仕事にも役立つスキルを自然に
磨ける、素晴らしい機会です。
　各施設職員の皆様の疲れを癒し、明日の仕事の活力となるよう、福利委員施設一同、頑張って
参りますので、どうぞ多くの方のご参加をいただけますよう、よろしくお願いいたします。

研　修
委員会 第28回山梨県介護老人保健施設大会　開催決定！

他施設職員との交流を図り楽しい汗をかこう♬
福　利
委員会

広報委員会よりお知らせ
広　報
委員会

　　　　　　　　　 「山梨ろうけん」
ホームページの目玉の一つ、加盟30
施設により、持ち回りブロブは毎月
１日と16日、月２回のペースで更新
しています。日々の出来事や地域や
季節の話題、施設で働くスタッフの
趣味活動等が、ブログで紹介されて
おり大変好評をいただいております
ので是非多くの方にご覧いただきた
いと思います。

ブログ紹介
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持ち回りブログ更新スケジュール

№ 更新日 担　当　施　設
137 ８ 月１日 は ま な す
138 ８月16日 玉 穂 ケ ア セ ン タ ー
139 9 月１日 峡北シルバーケアホーム
140 ９月16日 も も く ら
141 10 月１日 甲 州 ケ ア ・ ホ ー ム
142 10月16日 つ る
143 11月１日 山梨ライフケア・ホーム
144 11月16日 あ さ ひ ホ ー ム
145 12 月１日 ふ じ 苑
146 12月16日 ナーシングプラザ三珠
147 1月1日 峡西老人保健センター2026

　  年【未来を創る、私たちの一歩　#NAC湯村のSDGsへの挑戦】

【昨年度のボウリング大会】
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【氏　名】
種田　貴子

【施設名】
山中湖あんずの森

【経験年数】
20年

【氏　名】
剣持　恵夢

【施設名】
甲州ケアホーム

【経験年数】
７年

　親しい友人が介護の仕事をしており、友人から誘われたのがきっかけです。
　介護の仕事とはどんなものなのだろうかと、戸惑いもありましたが、「介護福祉
士」の国家資格に興味を持ち、ヘルパーの資格を取得後、山中湖あんずの森に勤
めながら介護福祉士を取得しました。志すきっかけになるような素敵なエピソード
があればいいのですが、最初は「いずれ何かの役に立つ時が来るだろう」と安易な
気持ちで介護の世界に飛び込んだ次第です。身近で親の介護をしている話を聞く
こともあったので、将来的なことも考え知識や技術を身につけたいと思いました。

　もともとは福祉系の仕事に興味があり、高校生の頃に福祉・保育科を専攻して
いました。授業の中で、その当時の老人介護の現状とこれからの福祉を学んでい
き「介護人材の需要はこれからどんどん高まっていく。安定した職種として将来
性がある。」と話を聞いたことがきっかけです。その後、様々な介護施設の見学・
実習をしていき、徐々に「高齢者と関わり、昔の話やその利用者さんから初めて
得る反応を間近で体験できることの楽しさ」を知り、介護福祉士になろうと決め
ました。

　大切に想うことは様々ありますが、私が一番大切にしていることは、利用者様
の「安心感」です。利用者様が不安になっていることを取り除いて、安心して生
活できるようにしてあげたいと思っています。利用者様が不安な気持ちにならず、
安心して生活できる空間や、安心できる時間を作ることを一番に心がけています。

　挨拶と「ありがとう」の気持ちをしっかり伝えること、心身ともに元気でいる
ことです。挨拶は、利用者さんに対しても、職員に対してもコミュニケ－ション
のきっかけとして大切にしています。また、介助量の多い利用者さんもいるので、
自分の体を気にすることはもちろんですが、メンタルが落ちていると元気がない
ことが利用者さんにも伝わってしまうので、休みの日にしっかりリフレッシュを
して安定したメンタルを保つようにしています。

　20年、介護の仕事をしていても、介護には「これだ」という正解がありません。
利用者様、お一人お一人に、育ってきた環境や生活歴があり、一人として同じ方
はいません。言葉かけ一つで、笑顔になる日もあれば、不機嫌になってしまう日も
あります。パズルのピースを合わせるように方向を見たり、形を見たり…。利用者
様から笑顔が見られた時には、このピースでよかったのだと思いますし、失敗して
しまった時はピースが間違っていたんだと落ち込みます。自分一人では解決できな
い時には、同僚にアドバイスをもらいながら、毎日、正解を探しています。利用者
様が笑顔になって、ときめいてくれる言葉はどんな言葉だろうか？ スキンシップ
で心を開いてくれるだろうか？ 今日はダメだったけれど、明日はもっと心の距離
が近付けるだろうか？ 毎日が試行錯誤で、いつまで経っても新人のような気持ち
でケアにあたっています。１日だって同じ日はない。毎日が違うところが、介護の
魅力なのだと思います。利用者様が生き生きされていると私も元気をもらえます。

　様々な「やりがい」を得ることができるところです。利用者さんの「これから」
をサポートしていく中で見ることのできる笑顔や、感謝のことばはもちろんです
が、新たな一面を知ることができた瞬間にも嬉しさがあります。また、その人の
生活歴や想いをどれだけ深く知ることができるか、そのためにどういったコミュ
ニケーション方法があるか、どんな介助方法があるのかを自己研鑽で学んでいく
ことで、自分自身の成長を感じることができます。学んだことを実際に利用者さ
んに提供することで得られる反応もありやりがいを感じる瞬間は多いです。

介護を志すきっかけは何ですか??

介護を志すきっかけは何ですか??

介護を行う上で大切にしている事は何ですか??

介護を行う上で大切にしている事は何ですか??

あなたにとって、介護の魅力とは何ですか??

あなたにとって、介護の魅力とは何ですか??
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【氏　名】
高根　美奈

【施設名】
はまなす

【経験年数】
23年

【氏　名】
グエン　ファム
トゥオン　ヴィ
（技能実習生）

【施設名】
勝沼ナーシング

センター

【経験年数】
３ヶ月

【氏　名】
横内　春美

【施設名】
あさひホーム

【経験年数】
６年

【氏　名】
丸山　詠司

【施設名】
恵信塩山

ケアセンター

【経験年数】
15年

　幼い頃から家族に「お年寄りは大切にしないといけないよ」と
言われていたので、自然と高齢者の方と接する仕事に就きたいな
と思う様になり志しました。

　私が介護を志したきっかけは、家にいる祖父母のことを考えたか
らです。今はまだ元気で自分で生活することができていますが、い
つか年をとり体が弱くなる日が来ると思います。その時に、私がしっ
かりと介護の知識と経験をもっていれば、祖父母を安心して支える
ことができると思いました。「家族の為に何かできるようになりた
い」「他人の為に何か手助けをしたい」と思い、介護の勉強を始め
ました。

　元々は、介護とは全く違う仕事をしていました。たまたま、知人が
あさひホームに勤めていて介護の話しになり、背中を押してくれて興
味を持ち始めました。介護の「か」の字も分からず不安でいっぱいで、
いま思い返すと「志す」なんてほど遠く、やってみて合わなかったら、

「辞めればいいや」くらいの軽い感じでした。

　人の役に立つ仕事がしたかった事が介護を志す一番の思いで
す。また、離れて住んでいる祖父母の家に、毎週のように家族
で行き、関わりをもつなかで会話をすることが楽しく、お年寄
りと話をしたりすることが好きなのかと思い介護の仕事が自身
に向いていると感じたことがきっかけです。

　利用者様の為にどうしたらその方らしく生活ができるか、何が
できるか考えながら関わりを持つ事を心掛けています。安心して
毎日を過ごせる様、寄り添える事が大事かなと思いながら日々仕
事に取り組ませて頂いています。 　介護を行う上で、私は【思いやりの心】と【コミュニケーション】

を大切にしています。介護を必要としている人は身体だけでなく、
心もサポートが必要だと思います。だから私は、利用者様の話をよ
く聴いて、気持ちに寄り添って接するようにしています。また、笑
顔で接することも大切です。小さなことでも「ありがとう」と言っ
てもらえると、お互いに気持ちが明るくなります。身体のケアだけ
ではなく、心のケアも大切にしたいと思います。

　日頃のコミュニケーションを第一にと考えています。利用者様はも
ちろんのこと、関係スタッフとしっかりと信頼関係を築くことを心が
けています。どんな仕事もそうですが、一人では何もできません。互
いに支え合うことで、介護を必要とされる方の生活が成り立ちます。
縁あってホームで過ごす時間を、明るく、楽しく、元気になる事を私
なりに大切にしています。

・コミュニケーションを図る際は、相手の目を見て話し、マス
クの上からでも目で笑顔の表情を作り会話する。

・利用者との信頼関係を築き、介護される側、介護する側がお
互いに安心できる介助を常に心がける。

・個々の利用者に合った介護が出来るように、知識、技術を向
上させる。

　人と人とのつながりがある事です。日々関わらせて頂いている
中で関係性が築け、顔を合わせた時に笑顔になって頂ける時が、
やはりとても嬉しいです。喜んで頂けた時や笑顔を見せてもらえ
ると、頑張ろうと思えるのが魅力です。

　私にとって介護の魅力は【人とのつながりを感じられ
る】ことです。毎日利用者様と話したり、笑ったりする
中で、信頼関係が少しずつ出来ていくことが嬉しいです。
自分で生活することが難しくなった人たちや、リハビリ
を頑張っている人たちを助けることができるのは、とて
も人道的でやりがいのあることだと思います。

　正直、忙しい業務の中、時間に追われることもあります。精神的、
肉体的に辛いこともありますが、施設を利用される利用者様やそのご
家族より、たった一言ですが直接「ありがとう」の感謝の言葉をいた
だいた時、「こんな私でも役にたっているんだな」と喜びを感じます。
また、施設に入所して、少しずつできることが増え、住み慣れた自宅
に笑顔で退所となり、ご家族も笑顔で受け入れてくれた時は、本当に
良かったと思います。
　誰にでも介護はできる仕事と思われがちですが、専門的なスキルが
必要であり、非常に奥深い仕事だと思います。自分がいつ介護を提供
する側から介護を受ける側になるか分かりませんが、多様な人とかか
わり、学び、人間的に成長できる仕事、それが介護の魅力だと思います。

・「ありがとう」と感謝の言葉をいただいたとき、笑顔で話し
をしてくれたりすると、介護をしていて良かったと思える。

・人生の先輩方の経験してきた色々な話を聞くことで自身の成
長に繋げられることが出来る。

・日々のケアや関わりによって、できなかったことができるよ
うになり、利用者の変化を感じることができる。　

・安定して働ける。キャリアアップできる。
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